
タンブリングバーン製作説明書（５×８列＝４０個配列）

このたびはゴムチップ等お買い上げ頂きましてありがとうございます。

用意する物：標準５枚組
・コンパネ板（約２４００ミリ×１２００ミリ×厚み１５ミリ／この大きさは俗に４×

８（シハチ）と言われています。）５枚（１２ｍ）。枚数はお好みで変化します。（１
枚５５００円前後ぐらい）

・ウラン工房製ゴムチップ（５０ミリ×５０ミリ×高さ６０ミリ）２００個（板１枚に
つき４０個～４８個）、接着ボンド（１００個で１本サービスで付けております分で
充分足ります）

・サンドペーパー ・サインペン ・軍手
・接続キット Ｈ型金具８個／コの字金具４個／８ミリ径ロープ１２ｍ＋２ｍ＋１ｍ＝

１５ｍ×２本＝３０ｍ／オーリングゴム（又は引きバネセット）２本

作り方：
①板の磨き：
軍手（できれば作業用皮手袋がベスト）をはめコンパネ板の角を軽く磨く。特に板のさ
さくれ等は念入りになくなるように磨いて下さい。

②板のライン引き：
コンパネには裏と表がありますので、裏面（ザラザラ汚い方／わからなければどちらで
もＯＫ）に線を引きます。線は長辺と短辺とにわけ引きます。ここでは長辺２４００ミ
リで短辺１２００ミリと仮定して説明します。もし違えばその長さで計算して下さい。

Ａ：長辺２４００ミリ用線の考え方：
両サイドには１０ミリの余白を設けます。ゴムチップの貼り付ける辺は５０ミリ×５０
ミリです。長辺には８個（列）を張り合わしますので、８－１＝７の隙間ができます。
この隙間の長さは次のように計算します。（２４００－１０×２－５０×８）＝１９８
０÷７＝約２８３ミリとなります。よって線を引く場合端から１０・①５０・①２８３
・②５０・②２８３・③５０・③２８３・④５０・④２８３・⑤５０・⑤２８３・⑥５
０・⑥２８３・⑦５０・⑦２８３・⑧５０・１０ミリとなります。○の中の数値は何個
目かを表します。線はできれば両サイドから引いた方が狂いにくいと思いますし、微調
整は中央でした方が良いと思います。

Ｂ：短辺１２００ミリ用線の考え方：
両サイドには１０ミリの余白を設けます。ゴムチップの貼り付ける辺は５０ミリ×５０
ミリです。短辺には５個（列）を張り合わしますので、５－１＝４の隙間ができます。
この隙間の長さは次のように計算します。（１２００－１０×２－５０×５）＝９３０
÷４＝約２３２．５ミリとなります。よって線を引く場合端から１０・①５０・①２３
２．５・②５０・②２３２．５・③５０・③２３２．５・④５０・④２３２．５・⑤５
０・１０ ミリとなります。○の中の数値は何個目かを表します。線はできれば両サイ
ドから引いた方が狂いにくいと思いますし、微調整は中央でした方が良いと思います。

線書きはまず一枚を縦横すべて線を引いたなら、体育館等の広い所で置き、書き終えた
１枚の板のそれぞれ四方の辺にまだ線を引いていない板十字形に残り４枚をすべて密着
して置きます。そしてそれぞれ線を引く場所をマークし、前後左右に置き換えるという
事をすれば、全ての板を計りながら線を引くと言うことが省けます。

③接着剤（ボンド）塗り＆圧着
接着はできる限り湿度の低い晴れた日に行って下さい。
板とゴムの方と同時に塗っていきます。
板の方へは５０ミリ四方の部分へ少し多めに塗っていきます。付属のヘラか指で行いま
す。少しはみ出すぐらいの方が端の部分の塗り残しがなくて良いと思われます。
ゴムの方は５０ミリ四方の面にボンドを垂らし、もう１個のゴムの面とで擦りあわすよ
うにすれば手が汚れません。こちらも端の塗り残しがないようにして下さい。
すぐに接着しないで、夏季で３分ぐらい、冬季で５分ぐらい生乾きさせてから圧着させ
て下さい。圧力は板の重みを利用しますので、全部のゴムを貼り付けたならすぐに裏返
しにして下さい。その後次の板を同じようにゴムの方を下にして重ねていけばＯＫです。
できれば２４時間放置し完全に接着させて下さい。

禁転載・流用／ウラン工房



タンブリングバーン ５×８列配置製作図
コンパネ（ベニヤ）１２００×２４００×１５厚（単位ミリ）
ウラン工房製ゴムチップ５０×５０×６０高さ（単位ミリ）
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禁転載・流用／ウラン工房



タンブリングバーン製作説明書（６×８列＝４８個配列）

このたびはゴムチップ等お買い上げ頂きましてありがとうございます。

用意する物：標準５枚組
・コンパネ板（約２４００ミリ×１２００ミリ×厚み１５ミリ／この大きさは俗に４×

８（シハチ）と言われています。）５枚（１２ｍ）。枚数はお好みで変化します。（１
枚５５００円前後ぐらい）

・ウラン工房製ゴムチップ（５０ミリ×５０ミリ×高さ６０ミリ）２４０個（板１枚に
つき４０個～４８個）、接着ボンド（１００個で１本サービスで付けております分で
充分足ります）

・サンドペーパー ・サインペン ・軍手
・接続キット Ｈ型金具８個／コの字金具４個／８ミリ径ロープ１２ｍ＋２ｍ＋１ｍ＝

１５ｍ×２本＝３０ｍ／オーリングゴム（又は引きバネセット）２本

作り方：
①板の磨き：
軍手（できれば作業用皮手袋がベスト）をはめコンパネ板の角を軽く磨く。特に板のさ
さくれ等は念入りになくなるように磨いて下さい。

②板のライン引き：
コンパネには裏と表がありますので、裏面（ザラザラ汚い方／わからなければどちらで
もＯＫ）に線を引きます。線は長辺と短辺とにわけ引きます。ここでは長辺２４００ミ
リで短辺１２００ミリと仮定して説明します。もし違えばその長さで計算して下さい。

Ａ：長辺２４００ミリ用線の考え方：
両サイドには１０ミリの余白を設けます。ゴムチップの貼り付ける辺は５０ミリ×５０
ミリです。長辺には８個（列）を張り合わしますので、８－１＝７の隙間ができます。
この隙間の長さは次のように計算します。（２４００－１０×２－５０×８）＝１９８
０÷７＝約２８３ミリとなります。よって線を引く場合端から１０・①５０・①２８３
・②５０・②２８３・③５０・③２８３・④５０・④２８３・⑤５０・⑤２８３・⑥５
０・⑥２８３・⑦５０・⑦２８３・⑧５０・１０ミリとなります。○の中の数値は何個
目かを表します。線はできれば両サイドから引いた方が狂いにくいと思いますし、微調
整は中央でした方が良いと思います。

Ｂ：短辺１２００ミリ用線の考え方：
両サイドには１０ミリの余白を設けます。ゴムチップの貼り付ける辺は５０ミリ×５０
ミリです。短辺には６個（列）を張り合わしますので、６－１＝５の隙間ができます。
この隙間の長さは次のように計算します。（１２００－１０×２－５０×６）＝８８０
÷５＝約１７６ミリとなります。よって線を引く場合端から１０・①５０・①１７６・
②５０・②１７６・③５０・③１７６・④５０・④１７６・⑤５０・１０ミリとなりま
す。○の中の数値は何個目かを表します。線はできれば両サイドから引いた方が狂いに
くいと思いますし、微調整は中央でした方が良いと思います。

線書きはまず一枚を縦横すべて線を引いたなら、体育館等の広い所で置き、書き終えた
１枚の板のそれぞれ四方の辺にまだ線を引いていない板十字形に残り４枚をすべて密着
して置きます。そしてそれぞれ線を引く場所をマークし、前後左右に置き換えるという
事をすれば、全ての板を計りながら線を引くと言うことが省けます。

③接着剤（ボンド）塗り＆圧着
接着はできる限り湿度の低い晴れた日に行って下さい。
板とゴムの方と同時に塗っていきます。
板の方へは５０ミリ四方の部分へ少し多めに塗っていきます。付属のヘラか指で行いま
す。少しはみ出すぐらいの方が端の部分の塗り残しがなくて良いと思われます。
ゴムの方は５０ミリ四方の面にボンドを垂らし、もう１個のゴムの面とで擦りあわすよ
うにすれば手が汚れません。こちらも端の塗り残しがないようにして下さい。
すぐに接着しないで、夏季で３分ぐらい、冬季で５分ぐらい生乾きさせてから圧着させ
て下さい。圧力は板の重みを利用しますので、全部のゴムを貼り付けたならすぐに裏返
しにして下さい。その後次の板を同じようにゴムの方を下にして重ねていけばＯＫです。
できれば２４時間放置し完全に接着させて下さい。

禁転載・流用／ウラン工房



タンブリングバーン ６×８列配置製作図
コンパネ（ベニヤ）１２００×２４００×１５厚（単位ミリ）
ウラン工房製ゴムチップ５０×５０×６０高さ（単位ミリ）
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禁転載・流用／ウラン工房


